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比較して論じられてきた（例えば，Betz, 1994; Ignazi, 2003; Kitschelt with McGann,
1995; Norris, 2005）。本稿はこうした視点を継承しつつも，これらの新興政党と
249（96）
!）FPÖ に関する先行研究は数多いが，日本語では，村松（1998, 2010），馬場（2000, 2010），佐
藤（2002），東原（2005〜2007），梶原（2009, 2011）などが代表的な研究成果である。
"）例えば，国民議会での得票率は 9.7％（86 年）→ 16.6％（90 年）→ 22.5％（94 年）→















に転じた（McGann ＆ Kitschelt, 2005; Arzheimer, 2008）。次いで，欧州政策に関
しては，EC への加盟を積極的に支持するそれまでの立場から，90 年代半ば
に，欧州懐疑主義へ方針を切り替えた（Fallend, 2008; Pelinka, 2004; Schaller,
1994）。さらに，ナショナル・アイデンティティをめぐっては，同党の特徴と
も呼べるドイツ・ナショナリズムを放棄するに至っている（Frölich-Steffen,





Steffen, 2004; Kräh, 1996, S.189; Luther, 2000）。しかし，近年の政党研究の動向
は，古典的な「空間モデル」の想定とは異なり，政党の政策決定は得票最大化
のみからは理解できないとしている（例えば，Adams et al., 2004; Budge, 1994;
Støm&Müller, 1999 = 後述参照）。
これらの研究は，政党の政策が一定の安定性を持つことを指摘する8)。例え







資本 / 労働に加え，国民意識を挙げている。この場合，FPÖ は，「反教権，資本，ドイツ人意


















（Adams et al., 2006, p.526）。本稿はそうした研究の一部でもある。
図 オーストリアの社会的亀裂と政党配置
出典：Plasser et. al.（1992）, p.17.
増に資さないと指摘する（Tavits, 2007）。
FPÖ の事例は，いずれの予測にも反する。FPÖ は，急進的なナショナリス
























定義の問題については，例えば，Van der Brug ＆Mughan（2007）参照。
12）象徴的な事例が，86 年の大統領選におけるスクリンチ（Otto Scrinzi）の惨敗であろう。彼
は，党内の支持すら固められず，わずか 1.2％の得票に終わった（Bailer-Galanda und Neuge-
bauer, 1997, SS.17-18）。
13）戦中の殺人行為によりイタリアで収監されていたヴァルター・レーダー（Walter Redar）が
85 年に釈放されオーストリアに帰国した際に，当時防衛相であった FPÖ のフリッシェンシュ
ラーガー（Friedhelm Frischenschlager）が空港に出迎えて握手した事件。彼は後にこの行為
を謝罪したが，ハイダーはその謝罪を厳しく批判した（Pelinka, A., 1993, SS.46-48）。
14）86 年の大統領選挙に立候補したワルトハイム（Kurt Waldheim）元国連事務総長の戦時中の
ユダヤ人虐殺行為への加担が国際的な批判を集めた出来事を指す。





































































度については，Pelinka und Rosenberger（2007, SS.239-40）参照。
25）このような観点から急進右翼政党の政党組織を論じたのが，古賀（2011）である。
一部の先行研究は，極右政党においては指導部への権力集中が，政策的な転換
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33）これに先立ち，62 年に SPÖ と協調してオットー・ハプスブルクの帰国に反対したことも，
こうした協力を容易にした（Bailer-Galanda und Neugebauer, 1997, S.15）。
34）SPÖ との協調以降は，得票率も%％台に低迷した。





























37）ヘーベルトは，連立についてÖVP との密約があったと指摘する（Höbelt, 2003, p.21）。
38）石油危機を通じて，財政債務は急速に増大していた。内山（2002）参照。
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45）小連合成立以降の州議会の具体的な得票率は以下の通りで，ケルンテンを除き，軒並み前回
を下回っている。83 年 10 月ニーダーエスタライヒ 1.7％（前回 3.2％），84 年#月ザルツブル
ク 8.7％（同 13.3％），&月ティロル 6.2％（同 6.8％），)月ケルンテン 16.0％（同 11.7％），
10 月フォアアールベルク 10.5％（同 12.5％），85 年 10 月オーバーエスタライヒ 5.0％（同








































54）オーバーエスタライヒ州が 109名，ケルンテンが 87名で，合計 196名と，代議員 456 名の約
43％にも及ぶ。なお，党首選にはハイダーと現職のシュテーガーが立候補し，263 票対 179 票




















ハイダーの党首就任により SPÖ が FPÖ との連立を解消した59)。国民議会















60）選挙市場の流動化については Müller et al.（2004）を，クライエンテリズムの後退と FPÖ の
支持拡大については古賀（2009）をそれぞれ参照した。
特に，90 年代以降に顕著な変化として，従来は一貫して SPÖ を支持してき
た労働者層の動向が重要であった。先行研究の多くは，極右政党の支持層とし
ていわゆる「近代化の敗者（modernization losers）61)」層を重視してきた。




市の各区における FPÖ の得票を確認すると，86 年から 90 年にかけて，得票
の地域的な分布が大きく変わっていることが窺える。86 年の FPÖ は都市中心
部 !区や%区，(区など で主に票を集めていた。しかし，90 年には，
















宗派的な男性」（Norris, 2005, pp.133-34）を指すが，ベッツ（Betz, 1994, pp.27-33）はより広
く，雇用の流動化に伴う長期失業のリスクに脆弱な階層全体を想定している。
62）労働者の 47％が FPÖに投票し，得票 33％が労働者からであった（Plasser ＆ Ulram, 2000）。
63）伝統的に，FPÖ は都市部の自営業者やホワイトカラー層を中心的な支持層としていた。
64）先行研究も，当初 ÖVP から支持を奪った FPÖ が徐々に SPÖ の支持層を侵食したことを指
摘する。例えば Picker et al.（2004）参照。
65）FPÖ を支持する労働者層の選好については，例えば，Oesch（2008）参照。
66）野党路線の「戦略的」位置づけを指摘した研究に Luther（2008）がある。ハイダー本人も，
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68）90 年時点での州議会の議席は 49 議席（86 年が 21 議席），国民議会の議席は 33 議席（同 18

































76）民営化とFPÖ の台頭の連関については，Flecker ＆ Kirschenhofer（2007）参照。
77）88 年当時における政府の民営化方針は，国家の戦略的部門については政府が過半数の株式を
保有することとしていた。Müller（1988）参照。





81）例えば，これらの政策立案に貢献したマウトナー =マルクホーフは，後に LIF の設立に関与
するなど，リベラル派の代表的な理論家の!人であった。
とも 90 年の段階では，フラニツキーの SPÖ 支持に結びついていた（Lauber,
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82）投票者のうち労働者の占める割合は，29％となっていた（Plasser ＆ Ulram, 2000, S.231）。
83）87 年のウィーン市議選において，「14 万人の失業者がいる国において，18 万人の移住労働者
（Gastarbeiter）がいることを強調すべき」と発言している（Scharsach, 1992, S.70）。
84）外国人問題が政治争点化した 90 年においてすら，彼は「政治，宗教，人種に基づく迫害を受
けた人々への庇護権を保障する」との立場を示している（NFZ, 1990, Nr.11, S.5）。
85）74 年から 87 年までは 30万人前後で推移した外国人の人口は，88 年には 33万人，89 年に 37


























らなかった（Piringer, 1993a, S.10; Kräh, 1996, SS.152-55）。












92）87 年の市議選や 90 年の国民議会選挙でも，カバスなど一部のメンバーは，ウィーンにおい
て独自に外国人問題は取りあげていたが，組織全体の争点になったわけではない。























立教法学 第 86 号（2012)
232（113）
95）原文は，例えば，Scharsach&Kuch（2000, SS.82-83）に記載されている。
96）ただし，ハイダーの 93 年の著作（Haider, 1993）ではこうした傾向は萌芽的で，姿勢が明確


















































（Schaller, 1994, S.49），85 年には欧州単一議定書への参加を目指す党の方針を発
表する（Schaller, 1994, S.55）。87 年の大連合政権樹立以降，政権内部および議
会での協議を経て SPÖ もこれに同調する107)。その結果，89 年には EC への
加盟申請が議会で採択され，FPÖ もこれに賛成した108)。こうして，もはや











































95 年の EU 加盟以降，オーストリア世論は大きく欧州懐疑論に傾くことと
なる118)。FPÖ にとって欧州懐疑主義は，新たに獲得した支持層の選好と一致
するとともに，他の主要政党と対極的な姿勢を示すことができる，格好の動員

































ツ人意識」を持つ有権者は FPÖ 支持者の間ですら少数であった（Ulram und
Tributsch, 2004, SS.65-74）。80 年代後半には，ワルトハイム事件や東西ドイツ
統一などによってオーストリアの国民意識が問われた時期もあった。しかし，
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120）州知事解任（&月 21 日）の直後（23 日）に実施されたブルゲンラント州議会選挙におい















置くこととなる（Kräh, 1996, S.192; 村松, 1998, p.214）。93 年の(月には自身が登





















126）この後の 97 年に，ハイダーは『自由化された未来 左右を越えて（Befreite Zukunft jen-























立教法学 第 86 号（2012)
226（119）







132）例えば，96 年の時点では連邦議会議員は 52 名，州議会議員が 89 名，市長・副市長を合わ
せて 118 名であり，党大会代議員数に占める公職従事者の比率は劇的に高まっていた。一方，
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135）本稿の射程を超えるものの，2000 年以降の ÖVP と FPÖ の連立政権の下では，さらに大規
模な改革が進展した。ただしその成果が ÖVP への評価に結びついたのに対して，FPÖ は，既
に「近代化の敗者」の支持比率を高めていたため，02 年の国民議会選挙では惨敗することとな
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